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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
聖
国
史

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
０
０
５
７
Ｔ

【
作
者
名
】

　
ペ
ン
ペ
ン
カ
キ

【
あ
ら
す
じ
】

　
時
は
戦
国
、

ア
カ
ネ
イ
ア
と
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
の
激
突
し
た
。

そ
こ
に
入
り
込
ん
だ
の
は
ド
ル
ー
ア
帝
国
。

そ
の
後
ド
ル
ー
ア
帝
国
は
大
陸
を
統
一
し
そ
の
後

ド
ル
ー
ア
帝
国
は
暴
政
は
民
を
不
平
さ
せ
て
い
っ
た
。

こ
れ
は
一
人
の
男
が
大
陸
を
統
一
す
る
物
語
で
あ
る
。
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第
一
話
　
乱
世
（
前
書
き
）

初
投
稿
で
す
。

ジ
ャ
ン
ル
は
「
軍
記
物
？
」
で
す
。

正
直
、
文
章
を
書
く
の
は
苦
手
で
す
、

取
り
合
え
ず
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
し
。
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第
一
話
　
乱
世

時
は
戦
国
、

多
く
の
血
が
こ
の
大
陸
北
部
、
ア
カ
ネ
イ
ア
地
方
に
流
れ
て
い
っ
た

古
く
か
ら
こ
の
地
は
文
明
の
祖
と
さ
れ
て
い
た
。

ア
カ
ネ
イ
ア
全
土
を
支
配
す
る
巨
大
な
王
朝
が
存
在
し
て
い
た
。

し
か
し
、
父
王
の
急
逝
す
る
と

各
地
を
治
め
て
い
た
息
子
た
ち
は

そ
れ
ぞ
れ
が
覇
権
を
主
張
し

争
い
を
始
め
た
。

大
陸
歴
、
８
５
７
年

大
陸
の
西
部
に
勢
力
を
伸
ば
す
「
ア
カ
ネ
イ
ア
聖
王
国
」
と

東
の
帝
国
「
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
」

南
の
国
「
オ
ル
レ
ア
ン
」

ア
カ
ネ
イ
ア
と
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
の

北
方
に
位
置
す
る
、

「
イ
リ
ア
国
」
「
オ
ス
マ
ン
帝
国
」
「
レ
ム
リ
ア
国
」

の
、
三
国
。

そ
し
て
８
７
８
年
の

カ
ン
ナ
エ
の
戦
い
で
あ
る

ア
カ
ネ
イ
ア
軍
６
０
万

ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
７
０
万

が
、
カ
ン
ナ
エ
で
激
突
し
た
。

双
軍
は
正
面
か
ら
の
乱
戦
と
な
っ
た
、

そ
こ
に
、
紫
色
の
軍
旗
を
掲
げ
た
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謎
の
軍
勢
が
現
れ
た
。

名
を
、
ド
ル
ー
ア
帝
国
。

そ
の
帝
国
は
、
破
竹
の
勢
い
で
大
陸
南
部
を
制
覇
し
、

カ
ン
ナ
エ
の
両
軍
を
壊
滅
さ
せ
た
。

そ
の
後
も
ド
ル
ー
ア
帝
国
の
猛
攻
は
止
ま
ら
ず
。

９
０
０
年
ご
ろ
に
は
大
陸
を
統
一
し
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
後
、
ド
ル
ー
ア
帝
国
は

民
を
奴
隷
に
し
城
砦
の
増
設
を
行
っ
た
。

民
の
心
は
帝
国
か
ら
離
れ
て
い
っ
た

そ
の
せ
い
か
ド
ル
ー
ア
の
天
下
も
長
く
は
続
か
な
か
っ
た
。

こ
れ
は
、
一
人
の
男
が
大
陸
統
一
す
る
物
語
で
あ
る
。
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第
二
話
　
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
（
前
書
き
）

ど
う
も
ー
。

な
ん
だ
か
ん
だ
で
第
二
話
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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第
二
話
　
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス

大
陸
歴
９
０
５
年

元
ア
カ
ネ
イ
ア
領
、
ル
ネ
ス
の
城
。

「
お
い
！
親
父
！
酒
だ
！
」

と
男
は
酒
場
の
扉
を
蹴
っ
て
開
け
た
。

酒
場
の
亭
主
は

「
ま
た
、
き
た
か
」

と
思
っ
た
。

こ
の
男
、
名
を
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
。

ル
ネ
ス
の
城
か
ら
南
、
ハ
イ
の
町
の
生
ま
れ
で
あ
る
。

「
や
あ
、
ア
レ
ク
さ
ん
。
」

「
よ
お
、
ア
レ
ク
兄
ぃ
」

と
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
が
酒
場
に
い
る
と

何
故
か
人
が
集
ま
る
の
で
あ
っ
た
。

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
は
、
ハ
イ
の
農
家
に
三
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
の
母
は
彼
が
生
ま
れ
る
前
に

夢
で
竜
に
出
会
っ
た
と
言
う
。

ゆ
え
に
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
を
特
別
に
育
て
た
、

そ
の
せ
い
か
、
彼
は
ル
ネ
ス
の
ご
ろ
つ
き
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
は
、
何
度
も
罪
を
犯
し
た
事
が
あ
っ
た
。

彼
は
何
度
も
牢
に
入
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、

彼
を
信
頼
す
る
、
牢
役
人
ハ
ン
レ
イ
や

幼
馴
染
の
役
人
、
ユ
リ
ウ
ス
が
逃
が
し
た
と
言
う
。

あ
る
日
ユ
リ
ウ
ス
が
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
を
尋
ね
た
事
が
あ
っ
た
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「
え
？
俺
が
役
人
に
」

「
う
む
、
ル
ネ
ス
城
太
守
の
命
令
で
な
。
土
工
の
輸
送
の
仕
事
な
の
だ
」

「
俺
で
い
い
の
か
？
」

「
う
む
・
・
・
・
・
」

（
は
ぁ
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
を
輸
送
令
に
？
奴
は
た
だ
の
ご
ろ
つ
き
で
す
ぞ
。

）太
守
は
言
う

（
奴
は
ろ
く
で
な
し
だ
が
、
町
の
ご
ろ
つ
き
に
は
人
気
が
あ
る
。
土
工
を
集
め

や
す
い
の
だ

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
は
ド
ル
ー
ア
帝
国
の
輸
送
令
に
な
っ
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
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